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【表現形態】
論文およびプログラム

【研究目的】
海外滞在者に必要な外貨為替情報を適切に提供することによって、滞在場所や変動するレートに柔軟に対応でき、生じる損失をできるだけ少なくするなど、海外滞在に安心感を醸成することを目的とする。

【研究概要】
[bookmark: _GoBack]現在グローバル化が急速に進んでいて、旅行、外国赴任、留学など以前より外国へ行くのはとても簡単になった。外国にいる時、お金を大事にしなければならない事が留学生としての私もよく分かるようになった。
母国から海外の国に旅行や留学、転勤などで移動し滞在して生活をする場合には、母国の通貨と現地の通貨での交換レート、すなわち外貨為替が大きな問題となる。海外への移動や滞在経験の少ない人の多くは外国の貨幣価値やその変動などの外貨為替の知識が少なく、両替商で提示されるがままに両替してしまうことがよくある。
また、外国に行く時やネットショッピングで外国の商品を買う場合は、2通貨決済機能付クレジットカードは一番便利な支払い手段と見られるが、その買い物のお金を返済する時、ドルで返済する事や母国の通貨で返済する事、どちらが安いかを考えるべきである。それも為替レートに関係している。
本研究では、このような海外滞在者の実生活における外貨為替の知識や情報不足から生じる問題に着目し、情報提供の手法の検討を行う。現状では、外貨為替情報の提供は、FXと呼ばれる金融取引用のサイトやアプリケーションが多く、実生活に必要な機能を持つものは少ない。そこで、海外滞在者にとって理解しやすい情報提供機能や、最も得となる為替レートデータの通知機能、決済時に為替レートからより支払金額が少なくなるような通貨選択を行う機能など、実生活を分析した上で、問題点と解決法について議論し検討を進めていく。また、既存の為替アプリを参考し、問題点を議論し、必要な外貨為替の情報の種類を検討する。検討した機構を追加し、Web上のアプリケーションとして設計・実装を行い、実際に利用者に利用してもらい評価を行う。

【期待される効果】
-外貨為替の知識が少ない人にもわかりやすい情報提供できること。
-各銀行の為替レートのデータを容易に確認できるように提供できること。
-端末の位置情報取得機能を利用して利用者がいる場所での為替情報を提供できること。
-為替について設定で利用者に変動の状況を伝達すること。
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